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-------------------------------------------------------------------- 
★６月前半の安全管理ごよみ 
-------------------------------------------------------------------- 
 
◆１日（木）～３０日（金） 
──全国安全週間準備期間（厚生労働省、中央労働災害防止協会） 
──不正改造車を排除する運動強化月間（国土交通省） 
──環境月間（環境省） 
◆４日（日）～１０日（土） 
──危険物安全週間（消防庁） 
◆５日（月） 
──世界環境デー 
 
※詳しくはシンク出版のＷＥＢサイト「今月の運転管理」で紹介しています。 
 
【今月の運転管理↓】 
https://www.think-sp.com/2023/05/10/kongetsu-untenkanri-2023-jun/ 



 
-------------------------------------------------------------------- 
■安全管理法律相談 
-------------------------------------------------------------------- 
 
 こちらのコーナーでは、ＷＩＬＬ法律事務所の清水伸賢弁護士が安全管理上、 
知っておかなければならない法律知識の解説や、交通事故の裁判例の紹介を交 
えながら、運転管理の疑問、質問に答えます。 
 
第１１３回 「後方を走行していた運転者が発作を起こし追突されました」 
 
【質問】 
 事務用品販売会社の安全運転管理者です。先日、営業のためにワンボックス 
車を運転していた弊社の従業員が、後方から走行してきた乗用車に追突されま 
した。幸いにも弊社の従業員は軽傷で済みましたが、追突した乗用車のドライ 
バーは、事故時に疾病による発作を起こしていたとのことでした。このような 
疾病が原因の相手と事故を起こした場合、お互いの過失はどうなるのでしょう 
か？ 
 
【回答】 
 本件のような事故の場合、前方の車が停車してはいけないところで停車して 
いたり、急ブレーキをかけたりしたような事情がなければ、通常は後方から追 
突した自動車に一方的に過失があるとされます。 
 
 ただし、交通事故における民法上の損害賠償責任は、不法行為責任であり、 
故意または過失により、他人の権利を侵害したといえる場合に成立しますので、 
後方の自動車の運転者に責任が認められるためには、少なくともその運転者に 
過失があり、責任を負うことができる必要があります。… 
 
【続きを読む↓】 
https://www.think-sp.com/2023/05/01/houritsu-113-sippeihossa/ 
 
-------------------------------------------------------------------- 
■交通事故の裁判事例 
-------------------------------------------------------------------- 
 



 今回は高速道路上において、先行車両の荷台に積まれていた角材が落下し、 
後続車に向かって飛来してきて衝突した事故について、後続車が制限速度を超 
える速度でクルーズコントロールを使用していた行為が過失相殺の対象になる 
かが争われた事例を紹介します。 
 
『速度超過したクルーズコントロールの設定は、過失相殺の対象になると認定』 
 
【事故の状況】 
 
 平成２６年７月３日午前９時４０分ごろ、埼玉県狭山市の高速道路を走行し 
ていた貨物自動車Ａの荷台に積まれていた角材が荷台から落下して後続車両で 
ある普通自動車Ｂに向かって飛来し、角材は道路で一度バウンドしたあと、Ｂ 
車の正面付近に衝突しました。この事故で、Ｂは角材との衝突を避けるために 
ブレーキをかけようとした際に、ブレーキペダルに足が接触して右母指末節骨 
骨折、右足関節捻挫等の傷害を負いました。 
 
 Ａは、Ｂがクルーズコントロールを制限速度を超える時速９０ｋｍに設定し 
ていたことは不適切であり、また、右足を裸足でブレーキペダルの右下付近の 
床に置いていたことも損害の拡大に影響しているとして、相当割合に従い過失 
相殺をすべきであると主張しました。 
 
 一方Ｂは、高速道路をＡ車もＢ車も時速９０ｋｍ程度で走行していたのであ 
るから、クルーズコントロールを時速９０ｋｍに設定したことは過失相殺の対 
象とならないし、また、Ｂが裸足で運転していたことは事故の発生とは無関係 
であると反論しました。 
 
【裁判所の判断】 
 
「運転者は、クルーズコントロールが設置されている車両においてこれを使用 
する場合には、制限速度を超えない範囲での速度に設定することが求められて 
いるというべきである」 
 
「また、Ｂは裸足であったことが認められるところ、それがＢの損害の拡大に 
影響していることは否定できない」 
 
などとして、２０％の過失相殺を行うことが相当であると認めました。 



 
（横浜地裁 令和４年４月２８日判決） 
 
-------------------------------------------------------------------- 
■今日の朝礼話題 
-------------------------------------------------------------------- 
 
『子ども乗せ自転車は何歳までＯＫ？』 
 
 子育て世代にとって、保育園や幼稚園等の送迎に「子ども乗せ自転車」は欠 
かすことができません。 
 
 先日、ランドセルを抱えた子どもを乗せた自転車を見かけた際に「ん？」と 
思ったのですが、子ども乗せ自転車にもさまざまなルールがあることはご存じ 
ですか？… 
 
【続きを読む↓】 
https://www.think-sp.com/2023/05/16/tw-child-ridingbicycle/ 
 
シンク出版ＷＥＢサイトでは、朝礼時や会報作成時に参考にしていただける 
「今日の朝礼話題」を毎日（弊社営業日）更新しています。 
（情報のご利用につきましては、以下「当サイトのご利用について」をご確認 
ください↓） 
https://www.think-sp.com/about/ 
 
-------------------------------------------------------------------- 
■【新発売】 
教育用テキスト「運行管理者のためのドライバー教育ツールＰａｒｔ５」 
-------------------------------------------------------------------- 
 
※仕様 Ａ４判／８８ページ／カラー刷 
※価格 １，８００円（税別・送料実費） 
 
 本書は、トラック運送事業の運行管理者の皆さんに広く活用いただいてい 
る、国土交通省告示「指導・監督の指針」１２項目に準拠した「運行管理者 
のためのドライバー教育ツール」の第５弾です。 



 
 今回発売のＰａｒｔ５より、各項目の管理者用資料が従来の１ページから 
３ページに増量し、指導・監督の指針に沿った教育をさらに深く、効果的に 
実施いただくことができます。 
 
 ドライバーミーティングや点呼時に活用でき、教育記録も残せる本ツールを 
是非ご活用ください。 
 
【詳しくはこちら↓】 
https://bit.ly/3IdqslC 
 
-------------------------------------------------------------------- 
■【好評発売中】小冊子「変化してきた交通情勢に対応しよう」 
-------------------------------------------------------------------- 
 
※仕様 Ｂ５判／１６ページ／カラー刷 
※価格 ８２５円（１セット＜５冊＞・税込・送料実費） 
 
 近年、スマートフォンの急速な普及や自転車によるフードデリバリーの需要 
の広がり、高齢者の増加、急激な気象状況の変化など、交通環境を取り巻く情 
勢が大きく変化してきています。 
 
 ドライバーは、このような複雑化している交通環境を頭に入れてハンドルを 
握らないと、思わぬ事故を招くことがあります。  
 
 本冊子では、ドライバーが把握しておくべき交通情勢の変化や危険性、さら 
に、実際に該当場面に遭遇した際の事故防止のポイントを豊富なイラストとと 
もにわかりやすく解説しています。 
 
 ぜひ本冊子をご活用いただき、事業所の事故防止にお役立てください。 
 
【詳しくはこちら↓】 
https://bit.ly/42XwuQa 
 
-------------------------------------------------------------------- 
■【好評発売中】 



 実技講習教材「トラック事業者のためのバック事故防止実技講習ノート」 
-------------------------------------------------------------------- 
 
※仕様 Ａ４判／３２ページ／カラー刷／ＱＲコード入 
※価格 １，１００円（税込・送料実費） 
 
 本冊子は、大阪香里自動車教習所で実際に行われているバック事故防止講習 
を、各事業所でも実施できるようにした実技講習ノートです。 
 
 本冊子に沿って講習を実施いただくことで、「運転する車の大きさを正確に 
知る」「あいまいな車両感覚を正確に知る」「車は急には止まらない」などの 
運転の基本をドライバーに再確認させることができます。 
 
 さらに、本文中のＱＲコードを読み取ると、実際の講習動画を視聴すること 
もできます。  
 
 ぜひバック事故を始めとした、さまざまな交通事故の防止にお役立てくださ 
い。 
 
※ＱＲコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
 
【詳しくはこちら↓】 
https://bit.ly/3ZxJdYd 
 
-------------------------------------------------------------------- 
【事故防止メルマガ「Ｔｈｉｎｋ」のバックナンバーはこちら↓】 
https://goo.gl/duF5ws 
 
本メールマガジンは、名刺交換をさせていただいた方々にも送信させていただ 
いております。今後、メールマガジンの購読を希望されない場合は、お手数で 
すが下記アドレスまでご連絡をいただきますようお願いいたします。 
 
（令和５年５月１６日送信） 
 
※本メールは「ＭＳゴシック」などの等幅フォントで最適に表示されます。 
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